
鳳来寺田楽演目一覧

皿卸町酒いた甲
詩臥申､とう､神天子など田繋衆一同が決められた位田につき･田楽

の始まりとして､御神酒をいただく｡

正面に獅子giiを飾り､ IL馴uに向かい合っそ座り､御神酒をいただもur

皿九度のこと
苗紺が苗を吹き始め､楽ねぎが太鼓を打ち､4人のえぽしが右の手の

鈴を振りながら舞うo

町かんはやしのこと
九度の時の位;.Y,Lで捕尉4人が笛を吹き･楽ねぎが太鼓を打ち､はかの

者がふ,hTlを持ち､鈴を鵬りながらはやすoこの時02はやL:ことばは早仁1

tl黄で回づくしを唱える｡

血松竹ばやしのこと
このItlの歌日日は､ Jl紫を性横､人F'女相の祈願1である｡

E3]国づくしのこと

これも人地をIrち､鈴を蹴りながら舞うノmt来､Jf､饗･#rlllIをはじめ､人卜

の神々に人1､`J5(Iit..3を桝噺することばをllH.えるのである, (2)のJLl窪の

ことからこのI'1.】づくしまではすべて析尉10)行,Jtであるり

EZ]五番の舞のこと

これは､お願の郷として､象折の人々のために､災難滅除の人抑噺1と

して僻什するものである｡二の舞から(9)の仏の舞までは, l■iJL:形で5人

のえほしがilfLIlにlLl'lて舞うのである｡

ll1-は艇tJJ楽として外に亡JJJてAltったものである【,いずれも祈願の舞であ

り､ .鬼に対する追沖llと薄のためのものといわれている｡

ここでは1℃として舞うが､あとで他のlL紺のrfl過に抑駁希竹Sからの
'Rq.!てこの舞を行うことがあるで,,

山万麺のこと
_ lL界の緒の形で多令とhJ,iを持って舞う｡二の舞は熱rJ川fl宵などで'lj二わ

れているS乃歌の余招掩械しているといわれている,

E3)党の舞のこと
二の舞はJltl来.W雌の小で節の朋√が帖もよいものであるL,

L田仏?舞のこと〆､
これもS人のえほしのfIl,C､ fにJ;1,7と鈴を杓ってTriと太Bか二分わせて

卵うのせある,舘の舞とはとんとおなじである,,

田御礼のこと
ささ､とうのfJlで､かるさん一"lJ;たすきにJlい太ノ)をさし. L巾を付けて州

る)神前へ6'7かって跳ぶような的頼りである,

dZZ)松のらんじのこと

lr.I,別人､人人出1人､さいとうが松と),♪げを衿にさして伽jる〔　l

EEl扇のおbn音みのこと

さいとうの役J I,ぷをJi.げ帥tJl'JE=向かって'.Ik.JIむo

聞いたl,♪3(=l.I.jトをたわせ､上体をLfFlrl,)(ナに人きくJiZらし､次は人きく前

にかがんで礼をする　この1.rr作を繰り返しこ終りに神前に向かって人き

く　一足跳び｢おっとめでたし｣と叫んで終る､,

EE棒のらんじのこと
さいとうa)illL)仲を前につきll'.LErlの朋/:L二分わせながらTの指で作

をFfIJるような所作を糾t]Tl.媒西, J_JJ'に向かって子Jい､最後に柵打へ

二JJi跳んで｢おっとめでたし｣と叫んで終る6

匹樺の祝い蕪　　　'
楯のらんじに純けて行うもので､仲をlト〕たきいとうが叫1.iごとをするJ

ここで印を肘.冬で仲をなでるところに､梓の一I'い和楽の碑のJ'を妃るこ

とができるとい1)かている

血中長子の舞のこと
柵化が地を持って出て汀lと人B.如二介わせて卿う.

由一､二の舞のこと
この呼にはささらが　人加わる)

′これはささら~J人の舞であり､l泊の神大+の舞とlriルである,

四惣田楽のこと
I

二の舞が雌来判H楽のなかで　希坤やかな舞で､m､大赦､神^;(､

ささらなど9人のiLlが入りlf,Lれて舞う､美し.(批tやかな舞である｡

田,,歳J,こと
‖楽が消むとさいとうはそのままl.Jl残ってろん鰍二移る,

さいとうがささらを持って人きく蹴り担ffLながら神前に=_足人きく跳び､

引き迦して貞女を杓ってIr']じ動作を練り返し､/.度Flに人炎を持って神

FjfJへ大き.( /.足跳び｢おっとめでたし｣といって終るし､

正面中りこと
さいとう,えぼしの役　人卜.i幸Y-･､ Ji灘iPJ手兵を長々と折的し,さいとうが

大足E=神ItJJ'JL二三鹿川Jて目指えごとを人きくllHえる..

四次の面中のこと　　　　　　■

しゅうとのltlTEfltもいい,ささらの/lLlであるoこれも前のlllilllとll,lじく抑

噺のrll'-.えごとをする,この所作はJi lJの鰍こ似ている,, LLErllえことのLl是

政に｢ :.JJ'L T余I･hの神たち､･L,の卜のむら神も､IIlllがトに'lrき､ト)

て､はなとこそよみ飢え､松かけが時/Jlな､さんもよかi)けるこうとかな｣

と.,;毛い終わると､さいとうが｢すっペらはう｣と人l!.-で叫ぶ

四獅子伏せのこと
さいとうと獅/･nf退く,　　　　　　l ～･

伏せた獅Yが起き上がろうとするのを､ -^=rnJT-h経帥ナたさいとうがり出

へまオメつ､うしろへまわり､ /'`抑こ飛び越えて押さえつけるような所イ1

をするr,これは､性状せこ魔除けの祈願の舞とされているも

田打開き?こと
FE!緋のT,牝､太地をEL=二みたて､ l朋.."JをlllHえながら人出左のまわりを

回るrJ今は行われていない√

回なりわいのこと
附1や4111作, 1管iLBのf,恥入鮎をIJちながら周lJqをIl.18

今は行われていない｡

田こいのりのこと
人卜女相を折噺けることばをlJtEl1えるのであるし､

今は'lJわれていない

団ふ追い
ささら　_人が/i-lI二に..:召う､,今は'IJわれていない一

匹El宙引きぽこ楽のこと.
Jr(1来､ff･El雌小Lfiもl/i色のもので､きわめて野趣に'!:rんだものであ

る　q:_成発Ijiの不uT,lLl"淡さに対する恐怖を'drd†hli助に哀別したも

のであり､神仏とともに潔しみ､州二常えようt;Tる腿代の純i-llな祈

りを裁即したものである｡ IL儲Llil.横をネ狩り人剛の′ヒ成発II卓を抑尉け

るものであるJLR来､■ilt懐中おおいに均･Tfされるものである｡

四弓納のこと　　　`ノ'■

小火に大坂をすえ､三の戯二人が馬になって､ -のささらが･-l矢を

持ってこれにまたがり､ ｢てんぱくなりわい｣と析詞をLllTf耕,tめる.,

これと人出の周りを同時にまわり始め､一一まわりするとtr,fほ_ごとが終

り､一一度一世.)から下りる.　　　　　　　　　　　　ヽ

次に神前'に足早に進み山てr白紙納め｣の詞をpE-I,え､またvj lき返し

て,I.!)に乗る(,純いて太鼓を-･まわりし正面にA二まり弓の矢を放つの

である｡

二の矢の飛ぶ方向によってその年の吉LZgb判断されるという,
l

四田うたのこと
i■■

=れは､田うた納め､悶うたじまいなどといって､弓納めのすんだ太

鼓を噸り巻き､がくねぎ樹下全員のものが出て太鼓の上にもみ郁tli

きながら､ぐるぐるとまわる｡この時の唱え詞は稲の.豊穣を折るか､

ことばである｡J

IJ　一


